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自動車の電動化で素形材はどう変わるⅡ

　自動車業界が100年に一度の変革期に来ていると言われるよ
うになって久しくなりました。特に電動化は、世界的に急激に進ん
できました。素形材業界はその製品の多くを自動車に供給してお
り、電動化によって大きな影響を受けます。そこで、素形材誌では
2020年4月号で、「自動車の電動化で素形材はどう変わる」とい
う特集を組み、乗用車及び商用車の地球環境問題への対応と電動
化の状況、アルミニウム合金ダイカスト・鋳物への期待、鉄系鋳物
への期待、さらに電気自動車で求められる素形材の材料と加工技
術についての記事を執筆していただきました。
　その特集から5年が経過し、状況が変わりつつあります。中国、
欧米諸国では、BEVが急激に増加してきましたが、ここにきて 
少し陰りが見え始めました。一方で、PHEVが見直されてきて、 
変化が起こりつつあります。素形材生産技術も超大型のダイカ 
スト部品が適用されてきたりして、大きく変わりつつあります。
　そこで、これらの変化を踏まえて、それぞれの分野での最新 
状況についての執筆をお願いしました。今後の素形材の動向の参
考にしていただければ幸いです。
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